
留萌市農水産物乾燥加工試験事業の
実施結果について

（留萌自慢・ハネ物食材を地域のトップブランド化プロジェクト事業）



留萌市農水産物乾燥加工試験事業の概要
（留萌自慢・ハネ物食材を地域のトップブランド化プロジェクト事業）

留萌市はカズノコ・タラコに代表される水産加工都市として全国的な知名度を有しているものの、これら大きな
ロットの水産加工業が中心である反面、地場の農水産資源は多種多様であるが、資源量も小さく、それらを
原料とした加工は進んでいない状況にあります。また、地場の農水産物に新たな付加価値をつけ、販路開拓を図
る上で、常温販売ができる商品群の開発が求められているところであります。

このような背景から、低ランニングコストによる、食味や発色、栄養成分を損なわない特徴的な技術である減圧平
衡発熱乾燥法に着目し、本技術を用いた乾燥機を導入して、規格外、未利用の農水産物や、既存の加工品などを
対象とした乾燥加工試験を行い、優れた地場産品の潜在的な力を最大限に引き出した新商品の開発や食品の素
材としての利活用の方法を研究し、留萌地域の食品開発の基盤強化を図るものであります。

10,494千円 （総務省過疎地域等自立活性化推進交付金事業）

普及啓発（セミナーの開催等）、素材・ニーズ調査、加工試験研究（企業等提案による共同研究含む）、製品化に
向けた成分分析、試験販売、ニーズ調査等

留萌市庁内農水産物乾燥加工研究プロジェクトチームの設置（Ｈ24.8.20）
・周辺地域の農水産物（未利用含む）や既存加工品等に関する情報収集
・生産者、製造業者、観光業者等からの提案、要望調査
・乾燥施設の利用、試験研究・機能分析、商品化の検討

事業の概要

総事業費

事業の内容

推進体制（活動組織）



本事業における試験研究品目数及び企業等からの提案状況

農水産物、肉類、花、菓子等 62品目総研究品目数

提案企業等の内容

提案企業、団体等 提案内容 実施の有無

Ａ ドライトマト（ミニ）のオリーブオイル漬け 有

Ｂ ハバネロ、韓国ナンバン 有

Ｃ 低温乾燥干しりんご 有

D エディブルフラワー（食用花） 有

E 乾燥エゾシカ肉 有

F アシュワガンダ、オカワカメ 有

G にしん粉末の活用 有

Ｈ 甘エビ、カズノコ 有

Ｉ 干し野菜をメインとした乾燥加工商品全般 有

Ｊ えび（粉末用） 有

Ｋ 乾燥そうめん、生そば 未実施

11企業・団体

3



キックオフセミナーの開催

八尋産業㈱大矢正昭氏（農林水産省6次産業化
ボランタリー・プランナー）による「もったい
ない」プロジェクトの基調講演
（Ｈ24.8.31／参加者８０名）



本事業のＰＲ、啓発（広報るもいＨ24.11月号掲載）



企業等向けの提案資料、応募様式



乾燥トマトとパスタソースの試作、提供乾燥トマトとパスタソースの試作、提供

ドライトマト等の家庭への普及を目指したイタリ
ア家庭料理講習会の実施と、パスタソースの試作
提供の実施（Ｈ２４．１０．１３）

ルルロッソ、なたね油、ドライトマトを使用したソース

ドライトマトのオイル漬け（田中青果）

【関連試作品】



生産者を対象にした干し野菜セミナーの開催生産者を対象にした干し野菜セミナーの開催

生産者向けに、干し野菜の魅力の発信と家庭での
楽しみ方の普及、乾燥加工による商品開発の足掛
かりとなるよう、長谷部先生をお招きしたセミ
ナーの開催。（Ｈ２５．３．２／参加者２０名）



ＤＢカルテの整理及びＷｅｂでの研究内容の公開ＤＢカルテの整理及びＷｅｂでの研究内容の公開

農水産物乾燥加工試験により試作開発されたサンプル食材等を用い、データ整理や関係機関、団体等からの
評価などを通じて、次年度以降の商品化及び継続的な製造体制の構築に向けた基礎資料づくり。



乾燥加工技術の活用をはじめとした農商工連携、６次産業化の取組（ロードマップ）

Ｈ24Ｈ24

市

民
間
企
業
、
団
体
等

農水産物乾燥
加工試験事業
（総務省事業）

○乾燥機を導入した品目
の試験研究

○企業等提案ベースで
の共同試作、商品開発

提案、共同開発

Ｈ25Ｈ25

地域農水産物を活用した商品開発・事業化モデル
構築事業（重点分野雇用創出事業）※委託事業
①素材調査と生産支援
②商品化に向けた試作研究
③推進体制の構築支援

るもい産農水産品乾燥加工等商品開発事業
①専門家（アドバイザー）の招聘、セミナー等
②乾燥加工製造試作開発（事業者支援）
③推進体制の構築

民間活力による素材、資源の発掘、
商品開発の加速化

企業等との共同開発、商品化支援の継続

生産者への６次化の取組支援

Ｈ26以降Ｈ26以降

生産振興と雇用創出

〇生産、集荷、加工
製造、販売を一体的
に担うシステム（事
業体）の創出

〇製造体制の確立
（雇用創出）

側面支援るもいの新商品、新素材の開発研究、食品開発の基盤づくりへ

連携コーディネート観光
団体

製造
業者

生産者
主婦

サークル

飲食業

連携体制の構築（新たな協議体）


